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大 きな題 目をちょうだいしたが卜実験 をなさる方々に対 して,確定的なこと

は申 しあげ られない ,とい う話 をするO まずnearly free を電子系の結論

を引用するO (実在液 体とはちが うが)不純物散乱の中心 が全 くランダムに分

布 している場合に線型応答理論 で示 - ル効果 を議論 した. ひとつ甲散乱体の効

果 を,他からの効果 を平均 して考 えてある電子状態から組み立てた tマ トリッ

クスを求めることに よって,とD入れ る近似の枠組内でホール係数 Rの自由電

子の値Roか らのはずれが｢鮫 に
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とあらわされることは既にわかっているO (NはKnightシフ トにあらわれる

状態密度 で E ′ は電子グ リーン函数の自己エネルギーの実部｡ )これは敦訓的

で ,Fermi 面がまるい場合にでもR/Roは 1と異る可絶性を示すO

ところでこれを導 く際には散乱鉢の位置相関がないとしているので, Ziman

理論の枠内で利用 しようとすれば ,韓造因子dh)を 8関数的 であるとするか,

それに排他効果 を考慮 したものを扱 っていることになる｡ 紋捧金属 のホール効

果 で興床があるのはひとつには短距鹿秩序の反映 であ.るが ,その議静は今はで

きない.閉経 はまだ出発点にあD , 電気抵抗の理論 を亨ヂ組立てねばならないO
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